金銭消費貸借並びに債権質権設定契約書

債権者株式会社山田工業を甲、債務者田中商会株式会社を乙とし、甲乙は、本日、以下の内容による債権質権設定契約を締結する。

第１条　甲は、乙に対し、本日、次の約定のもとに乙の事業運転資金として金＊＊＊円を貸し渡し、乙はこれを受領し、借用した。

１　弁済期　平成＊年＊＊月＊日

２　利率　年＊＊％

３　利息の支払方法　毎月末日に限り当月分を支払うこと

４　遅延損害金　年＊＊％

５　弁済方法　甲の本社に持参又は送金して支払う

第２条　乙が次の各号の一つに当てはまる場合は、乙は、期限の利益を失い、直ちに前条本文の金員の残金のほか、期限の利益を喪失した日の翌日から支払済みに至るまで前条４号の割合による遅延損害金を支払わなければならない。

１　他の債務につき仮差押、仮処分又は強制執行を受けたとき

２　他の債務につき競売、破産又は和議の申立を受けたとき

３　本契約に違反したとき

第３条　前条の場合、甲と乙は、甲乙間の取引によって生じる甲の乙に対する債務と本契約上の乙の甲に対する債務とを、対等額において相殺することができる。

第４条　乙は、本件債務の履行を担保するため、次の債権の上に質権を設定し、債権者甲は、その債権証書を受領した。

１　債権者　乙

２　債務者　株式会社斉藤実業　代表取締役　斉藤一郎（第三債務者）

３　債権の種類と額　平成＊＊年＊＊月＊＊日付の乙と株式会社斉藤実業との間の売買契約により、同日、乙が株式会社斉藤実業に販売した商品＊＊の商品売買代金（代金支払時期平成＊＊年＊＊月末日）、金＊＊＊円也

第５条　乙は、前条２号記載の第三債務者に対し、本契約締結後遅滞なく前条の質権設定を通知するか、又はその承諾を得なければならない。

二　前項の通知又は承諾は確定日付のある証書をもってしなければならない。

第６条　第４条記載の質権は、本件債権の元本、利息、遅延損害金及び質権実行の費用を担保する。

本契約の成立を証するため本書２通を作成し、各１通を所持するものとする。

平成＊＊年＊＊月＊＊日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（甲）東京都＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社山田工業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　山田太郎　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（乙）東京都＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中商会株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　田中五郎　印
